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自然共生推進 課 



《山梨県環境保全審議会 情報提供》 『クビアカツヤカミキリ緊急防除対策』について

○ 『クビアカツヤカミキリ』は、東アジア原産のカミキリムシ科の昆虫で、中国、韓国、台湾、ベトナム等に分布し、モモ、スモモなどの果樹、サクラをはじめ
とするバラ科樹木に深刻な被害を与える可能性がある

※ 農業等に深刻な被害を与えることから平成３０年１月に外来生物法に基づく特定外来生物に指定。
原則、生きたままの移動や飼育等が禁止。

○ 国内では、平成２４年に初確認されて以降、２１都府県（Ｒ８．８．１３現在）で発生を確認
（発生当初は、主として公園や街路樹のサクラで発生が確認されていたが、近年では、
ウメ、モモ等の果樹園でも被害が確認）

○ 本県では令和8年7月に大月市で初めて成虫を確認。その後、甲州市・甲府市の果樹
園のほか、果樹園以外での発生も確認されている
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対 応

○ 特定外来生物に指定されているクビアカツヤカミキリに対し、県として被害
拡大防止に必要な対応を講ずる必要がある

 （成虫の活動時期である８月下旬(遅くとも９月中)までの薬剤散布が有効）
・農林水産大臣から「指定有害動植物」に指定され、成虫がサクラから周辺の
モモ・スモモに移動する可能性があることから、日本一のモモ・スモモ産地
を擁する本県においては、農地のみならず農地以外の樹木も含めた一体的な
対策の推進が必要

○ よって県では以下のとおり防除対策を実施

・まず、右のチラシを新聞への折り込みにより配布し、発見した場合の駆除・
通報や、県が実施する緊急防除対策への協力を県民の方々に呼びかけ

・更には、『クビアカツヤカミキリ緊急防除対策』として、早急に
必要な予算を確保し、特に農地以外については、県有施設等におけ
る薬剤散布（県の委託事業）、市町村施設等における薬剤散布等へ
の支援（薬剤提供、補助金等）により事業を進めているところ

農協等が成虫の防除を目的に散布する農薬購入費を助成

・モモ、スモモなどへの農薬散布（２回分）

公園や街路樹のサクラ等、バラ科樹木への防除薬剤散布

・県有施設等における薬剤散布
・市町村施設及び地域における薬剤散布への支援（薬剤提供、補助金等）
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